
～土肥こうすけより、ごあいさつ～ 
 

    新たな気持ちと、変わらぬ信念。 
      すべての人に居場所と出番のある社会を！ 
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後援会資料 

 平素は、私の議員活動に ご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
 日中は汗ばむ初夏の陽気が続いておりますが、新年度を迎えて約２ヶ月、 
新社会人や学生の方々も、そろそろ新生活に慣れられた頃かと存じます。 
 

 草津市でも、皆様のご支援で３期目の当選を果たした橋川市長のもと、 
平成28年度予算が議会で可決され、「草津市初の二つの公立認定こども園」 
「草津川跡地の空間整備」など、子育てや福祉、まちの活性化の分野で、 
新たな事業が始まっております。 
 2月の市長選で橋川氏が掲げた「通年での待機児童ゼロ」「中学校給食の実現」「医療や介護の充実」
など、子育て・教育環境や高齢者福祉の向上を目指したマニフェストに基づいて、私も一緒に取り組みを
進めてまいります。議会においては、橋川市長・草津市行政に対して、意見すべき所ではしっかり意見し
、提言力を高めて、皆様の安心・安全なまちづくりのために、全力で取り組んでまいります。 
 

 さて、３月２７日、民主党は約２０年の歴史に幕を閉じ、「民進党」として新たなスタートを切りました。 
たとえ名前が変わっても、市民の皆さまとともに歩み、老若男女や障がいの有無を問わず、すべての人 
に居場所と出番のある社会を目指す姿勢に変わりはありません。 
 安全な環境で安心して暮らせる地域をつくることが、働きやすい環境づくりに繋がるという考えのもと、 
市民の代表として尽力して参ります。今後もご支援とご指導を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 
 

 最後になりますが、４月に発生した熊本地震により、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りし、 
被災された方には心からお見舞いを申し上げます。私も微力ではありますが精一杯取り組みながら、 
草津市の危機管理の課題についても、しっかり議論してまいります。 

【 林久美子 参議院議員よりメッセージ 】 
 

日頃からの温かいご支援に心から感謝申し上げます。 
 いよいよ3期目の挑戦を迎えます。国民の声に耳を傾けない、痛みに 
寄り添うこともなく暴走する権力により壊されようとしている未来・・・。 
私は、今一度、強い人だけではなくすべての人々に光のあたる政治、 
“未来を育てる”政治を実現していきたいと思います。 
土肥議員とともに全力で頑張りますので、引き続きご指導ご支援賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

７月参議院選挙、共に活動してきた 
「林 久美子」氏を応援します！ 



 職員の強みを活かし、実行力を高めて、適材適所に配置することによって、人材のモチベーショ
ンアップに繋がり、市民の皆様の満足度や暮らしやすさの向上に繋がると考えている。これまで
の人材育成の振り返りと人材育成戦略について、市の考えを伺う。 

＜答弁＞ 

２．市政の高度化に向けた人材育成について 

草津市議会定例会 一般質問のご報告 
3月議会では、これまでにも市民の皆様から多くご意見を頂い
ていた「交通安全」と、市民生活の満足度を高め続けるための
要となる「職員人材育成」について、一般質問を行いました。 

１．交通安全施策について 

＜答弁＞ 

 市内の交通事故件数は年々減少傾向にあるが、通勤・通学時に「事故になりかけた」との声、 
「ヒヤリとした」「ハッとした」という『ヒヤリハット』の声が、市内各地で上がっている。 
 市長マニフェストでは『交通弱者の安全対策を進める』『安全な道路に改良する』としているが、
具体的な交通事故予防の手段について市の考えを伺う。 

交通関連部局と議場の外でも議論を重ね、他自治体の予防策調査などで提言力を高め、個別
事案の解決や市全体の交通施策に対して、粘り強く意見・提言をして参ります。 

＜一般質問＞ 

平成29年度の基本方針の見直し改訂に合わせ、効果的かつ効率的な人材育成が実現するよう、
職員との対話や議論を通じて、具体的な意見を反映できるよう進めてまいります。 

＜今後の取り組み＞ 

＜一般質問＞ 

＜今後の取り組み＞ 

＜市民の皆様から寄せられたお声＞ 

・歩道が分離されていない通学路が、通勤車の抜け道になって危ない。（老上、大路など） 
・見通しの悪い交差点にカーブミラーや一旦停止の表示がない。（志津など） 

 既に住みやすさナンバーワンと言われている草津市が、今まで以上に「住みやすいまち」「住み
続けたいまち」として発展していくためには、市民サービスを提供する側の質の向上が不可欠。
特に、方針や計画を策定するだけでなく、それを実行する「人材」を育成することが重要。 

＜質問のねらい＞ 

 道幅を広げられない道路については、PTAや地域の協力を頂きながら、ソフト面で安全確保に
努め、ハード面ではカラー歩道を延伸しながら歩道を分離する等の環境改善を進めていきたい。 

 今年度に基本方針の見直しを予定しており、これまでの取組を踏襲しながらも、人材育成評
価制度を一つの軸として、高い能力を持った職員の育成に努めていきます。 
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 仮設校舎撤去工事に
伴い、今まで以上に部活
動がやり辛くなるとの声
を受けて、まずは現場に
赴き、工事範囲や、各部
活動の現状を調査し、教
育委員会への要望提出
に繋げました。 

その他 地域活動のご報告 
地域の更なる活性化をめざし、市民の皆様とともに活動を進めております。 

草津宿場まつり（4/24） 

 『受講を希望する職員を対象とする研修』を受講する希望者が少ない。この実態の背景には
『研修に行きづらい職場風土になっていないか』や『研修で抜けた仕事の穴を埋めあう職場になっ
ていないのではないか』と推察する。これについて、市としてどのような要因や課題があると考え
ているのかお聞かせください。 

＜答弁＞ 
 要因として、職員の関心や意欲、日常業務との兼ね合い、職場風土など様々な個別事情があ
るのではないかと考えています。自律的・自発的な能力開発に努める組織風土づくりを進め、職
員育成の観点から所属長のマネジメントでチーム内のフォローができるように対応していきたい。 

３．職員の意識変革のための研修実態把握について 

受講者が少ない現状の課題を認識し、改善に取り組むということなので、研修に対してヒアリング
を実施して変化が見えてきたのかなどの実態を把握し、浸透度を確認していきます。 

＜一般質問＞ 

＜今後の取り組み＞ 

 今まで以上の草津市の発展のためには、職員の意識変革が必要。「草津市人材育成方針」の
なかで、「自律的・自発的な能力開発に努める組織風土づくり」を進めるとあるが、あるべき姿と
実態のギャップがあるという課題に対して、職員の意識を変える取り組みを確認しました。 

＜質問のねらい＞ 

 今年の宿場まつ
りは、約8万人がご
来場。草津の魅力
を多くの人に知っ
てもらえる機会で
す。ますます盛り
上げていけるよう、
がんばります！ 

大路ふれあいまつり（1/31） 
 「地域協働合校」の取り組
みとして、大路ふれあいま
つりが開催され、私はあん
こ餅を担当しました。 
 同じ学区の皆さんが、お
互いにコミュニケーションを
図る良い機会となっている
ことを現場で実感しました。 

草津川トンネル清掃（2/28） 
 東海道と中山道の分
岐点は、多くの観光客
が目にする場所です。 
 市内の有志で結成さ
れている「ふるさと会」
の一員として、毎月、
街の美化に努めて、足
元から変えていきます。 

老上中学校の現状調査（3/7） 



土肥こうすけへのご意見、ご質問は下記まで… 

裏表紙 

土肥こうすけ後援会  
〒525-0044 草津市岡本町1000番地2（ダイキン工業労働組合滋賀支部内） 
 TEL：077-564-1153 FAX：077-565-9840  

温かいメッセージ、ありがとうございます。 
 

「速さ・確かさ・親切さ」は、 
私が活動していくうえで、一つも 
欠けてはいけないことだと思っています。 
まだまだ未熟な点もあるかと思いますが、 
「土肥を選んでよかった」と 
感じてもらえる存在になれるよう、 
草津市の発展を目指し、皆様とともに 
活動を進めてまいります。 
 

今後もご指導とご支援をお願いいたします。 

 大河ドラマ「真田丸」で話題の真田幸村の鎧兜をモチーフにした、 
ペーパークラフトを手作りしてみました。 
 戦国時代を描いたドラマや小説には、数多くの武将が登場しますが、 
私がもっとも魅力を感じるのは、豊臣秀吉。それも、「木下藤吉郎」や 
「羽柴秀吉」と名乗っていた青年期の秀吉です。 
 墨俣一夜城や、備中高松城の水攻めなど、誰も思いつかないような 
方法で相手の度肝を抜き、かつ、しっかりと結果を出す独創性の高さ。 
また、「人たらし」と言われるほど敵味方関係なく相手の心をつかみ、 
目標達成に向かって周囲を巻き込む力。それらは議員にも求められる 
能力であり、私がまだまだ未熟な部分でもあります。 

 このような能力は、ドラマ鑑賞や読書だけでは到底身につくものでは
ありません。木下藤吉郎に自分のありたい姿を描きつつ、現場現場で 
このことを常に意識しながら、日々、自己研鑽に励んでまいります。 

戦国武将に思いをはせて… 
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（南山田 Ｋさんより） 


